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女
性
差
別
撤
廃
へ
相
互
理
解
と

と
り
く
み
を
つ
よ
め
る
決
意
を

婦
女
連
と
の
定
期
交
流
を
始
め
て

１０
年
、
今
年
４
月
に
創
立
６０
周
年
を

迎
え
た
婦
女
連
と
の
活
動
交
流
を
は

じ
め
、
女
性
再
就
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
農
村
女
性
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
の
地
域
活
動
、
幼
稚
園
の
親
子
教

育
活
動
の
視
察
を
通
じ
て
具
体
的
な

経
験
に
ふ
れ
、
相
互
理
解
と
親
交
を

深
め
あ
い
ま
し
た
。

様
変
わ
り
し
た
北
京

新
緑
の
鮮
や
か
な
季
節
、
空
港
か

ら
市
内
へ
と
続
く
ポ
プ
ラ
並
木
で

は
、
真
っ
青
な
空
の
も
と
に
雪
の
よ

う
に
柳
絮（
り
ゅ
う
じ
ょ
）が
舞
い
、

幻
想
的
な
光
景
で
し
た
。
昨
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
た
北
京
は
、
道
路

や
地
下
鉄
な
ど
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
走
行
す
る
車
両
の

多
さ
に
び
っ
く
り
。
か
つ
て
の
よ
う

な
自
転
車
が
何
列
も
並
ん
で
走
っ
て

い
る
姿
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
は
め
こ
ん
だ
高

層
ビ
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
の
大
看
板
が
目
に
と
び
こ

み
、
海
外
ブ
ラ
ン
ド
店
を
は
じ
め
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、

吉
野
家
な
ど
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
お
店
も
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し

た
。
石
油
価
格
高
騰
や
金
融
危
機
の

影
響
で
外
国
人
観
光
客
は
減
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、�
内
需
拡
大
�
政

策
で
国
内
観
光
が
奨
励
さ
れ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
�
鳥
の
巣
�
や
故
宮
な
ど
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

来
た
団
体
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

有
意
義
な
会
談
に

会
談
は
、
じ
っ
く
り
と
話
し
合
え

る
よ
う
に
と
婦
女
連
本
部
３
階
の
国

際
部
会
議
室
が
準
備
さ
れ
、
婦
女
連

か
ら
は
鄒
暁
巧
国
際
部
長
、
張
広
雲

国
際
部
ア
ジ
ア
処
調
査
研
究
員
、
楊

暘
ア
ジ
ア
処
副
所
長
が
出
席
。
金
融

危
機
の
も
と
で
悪
化
し
た
雇
用
問
題

や
格
差
拡
大
の
実
態
、
女
性
と
子
ど

も
の
日
常
生
活
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
を
め
ざ
す
活
動
の
紹
介
や

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
鄒
国
際
部

長
は
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
の
委
員
で
、
今
年

新
日
本
婦
人
の
会
訪
中
代
表
団
（
団
長
・
米
山
淳
子
事
務
局
長
、
団
員
・
平

野
恵
美
子
国
際
部
長
、
安
達
絹
恵
中
央
常
任
委
員
）
は
、
４
月
１５
〜
１８
日
、
中

華
全
国
婦
女
連
合
会
（
以
下
、
婦
女
連
）
の
招
き
で
、
北
京
を
訪
れ
ま
し
た
。

以
下
、
訪
中
代
表
団
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

中華全国婦女連合会との定期交流１０年

平和・女性の人権でさらなる共同へ
新日本婦人の会訪中代表団

繁
華
街
は
大
看
板
、
広
告
が
目
立
つ
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７
月
の
日
本
政
府
報
告
審
査
を
担
当

す
る
こ
と
も
わ
か
り
、
出
発
前
夜
に

完
成
し
た
ば
か
り
の
新
婦
人
の
レ
ポ

ー
ト（�
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
に

関
す
る
第
６
回
日
本
政
府
報
告
に
対
す
る

新
日
本
婦
人
の
会
の
レ
ポ
ー
ト
�
本
誌
５

月
号
掲
載
）
を
手
渡
し
、
直
接
日
本

の
女
性
の
実
態
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
内

容
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も

意
義
深
い
こ
と
で
し
た
。

◇

◇

◇

中
国
の
女
性
の
地
位
向
上
・
男
女

平
等
め
ざ
す
と
り
く
み
は
、
１
９
９

５
年
の
北
京
会
議
以
降
、
女
性
権
益

保
障
法
に
も
と
づ
く�
計
画
�と
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
の
実
施
を
位
置
づ
け
、
こ
の

間
、女
性
権
益
保
障
法
、婚
姻
法
、
就

職
促
進
法
な
ど
法
律
の
制
定
や
改
正

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
婦
女
連
も

学
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
専
門
家

の
助
言
な
ど
を
得
て
積
極
的
に
提
言

を
お
こ
な
っ
た
り
、
０６
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｗ
審
査
の
勧
告
で
強
調
さ
れ
た
、

女
性
の
政
治
参
加
と
Ｄ
Ｖ
防
止
の
国

レ
ベ
ル
で
の
法
制
定
に
向
け
て
、
政

府
に
要
請
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
中
国
自
身
、
男
女
平
等
を
は
か

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

指
数
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
で
み
て
も
世
界
７２

位
と
遅
れ
て
お
り
、
婦
女
連
が
政
府

の
女
性
政
策
の
不
十
分
な
点
や
、
提

言
ど
お
り
に
進
ま
な
い
実
情
な
ど
を

つ
か
み
、
発
信
す
る
役
割
を
し
て
い

る
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

現
在
、
昨
年
の
全
国
大
会
で
打
ち

出
し
た
①
政
府
や
国
際
基
金
の
支
援

を
得
た
農
村
や
貧
困
層
に
対
し
て
の

小
口
融
資
の
規
模
拡
大
②
教
育
・
訓

練
を
通
じ
て
女
性
の
資
質
・
能
力
向
上

③
婦
人
病
検
査
・
健
診
の
拡
充
④
女

性
の
意
思
決
定
参
加
の
推
進
の
４
つ

の
重
点
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
遅
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る

農
村
女
性
の
健
康
、
保
健
・
医
療
、

政
治
参
加
に
つ
い
て
、
一
気
に
引
き

上
げ
て
い
く
た
め
力
を
集
中
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
７
万
６
０
０
０
人
の

専
従
者
、
１
０
０
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
擁
す
る
婦
女
連
が
、
幹
部
・

専
従
者
向
け
に
具
体
的
な
目
標
を
設

定
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
も
位
置
づ
け
た

幹
部
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

教
育
・
訓
練
を
推
進
し
て
い
る
と
り

く
み
は
印
象
的
で
し
た
。

中
国
で
も
解
雇
や
貧
富
の
格
差
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
と

決
定
的
に
違
う
点
は
、�
自
己
責
任
�

と
し
て
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
国

と
し
て
手
立
て
を
と
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
政
府
が
企
業
に
解
雇
禁
止
令

や
倒
産
へ
の
補
助
金
を
だ
す
な
ど
雇

用
や
再
就
職
の
対
策
を
は
じ
め
、
直

近
で
も
人
権
保
護
の
措
置
と
目
標
を

定
め
た
初
の
�
国
家
人
権
行
動
計

画
�、
公
的
医
療
保
険
の
加
入
率
を

引
き
上
げ
る
医
療
制
度
改
革
な
ど
の

政
策
を
次
つ
ぎ
と
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
女
子
学
生
の
就
職
難
解
消
の
た

め
の
企
業
へ
の
働
き
か
け
や
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
た
ち
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

政
府
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
け
橋
と

な
る
婦
女
連
の
活
動
と
あ
わ
せ
て
、

中
国
政
府
の
社
会
全
体
の
底
上
げ
に

真
剣
に
と
り
く
む
姿
勢
と
政
治
的
意

思
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。同
時
に
、女

性
差
別
を
撤
廃
し
て
い
く
と
い
う
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
相
互
の
と
り
く

み
を
つ
よ
め
て
い
く
決
意
を
固
め
あ

え
た
こ
と
も
、大
き
な
収
穫
で
し
た
。

地
震
の
教
訓
い
か
し
て

歓
迎
夕
食
会
で
は
、
洪
天
慧
副
主

席
も
同
席
し
、
昨
年
の
四
川
大
地
震

中
華
婦
女
連
事
務
所
前
に
て

左から：鄒国際部長、米山事務局長、婦女連洪別
主席、平野国際部長、安達中央常任委員

中華婦女連との定期交流１０年 ���������������������������������
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の
際
に
、
新
婦
人
か
ら
募
金
と
見
舞

い
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
と
も
に
、
婦
女
連
の
被
災
者

救
援
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

婦
女
連
は
、
被
災
地
の
女
性
た
ち

に
生
理
用
品
や
粉
ミ
ル
ク
、
下
着
な

ど
女
性
な
ら
で
は
の
支
援
物
資
を
届

け
る
と
と
も
に
、
専
門
家
と
一
緒
に

現
地
に
訪
問
し
、
親
を
亡
く
し
た
子

ど
も
や
子
ど
も
を
失
っ
た
親
な
ど
か

ら
話
を
聞
く
な
ど
の
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
、
６
月
１
日
の
国
際
子
ど
も
デ

ー
に
四
川
の
子
ど
も
た
ち
を
北
京
に

招
待
し
、
励
ま
す
と
り
く
み
な
ど
を

行
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
ま
た
四
川

大
地
震
で
は
、
学
校
が
崩
壊
し
て
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、�
学
校
を
世
界
一

安
全
で
、
親
に
と
っ
て
一
番
安
心
な

と
こ
ろ
に
�
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か

か
げ
て
、
耐
震
設
備
の
強
化
な
ど
に

も
と
り
く
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
間
新
婦
人
の
各
地
の
地
震
災
害
へ

の
救
援
活
動
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ

り
、
思
い
を
ひ
と
つ
に
重
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
米
山

淳
子
）

中
華
婦
女
連
の
女
性
の
自
立
支
援
活
動

女
性
の
再
就
職

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
観

１６
日
午
後
、
婦
女
連
の
�
女
性
再

就
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
活
動
を
学
ぶ

た
め
に
、
北
京
市
宣
武
区
に
あ
る
北

京
満
堂
香
国
際
茶
城
（
２
０
０
店
舗

を
有
す
る
お
茶
専
門
店
街
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。

宣
武
区
婦
女
連
主
席
の
季
春
栄
さ

ん
、
満
堂
香
国
際
茶
城
社
長
の
厳
梅

さ
ん
を
は
じ
め
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
大

勢
に
出
迎
え
ら
れ
、
ビ
ル
玄
関
に
は

�
熱
烈
歓
迎
新
日
本
婦
人
の
会
代
表

団
来
訪
�
と
の
赤
い
電
光
掲
示
板
、

懇
談
し
た
応
接
室
に
も
赤
い
布
の

�
歓
迎
�
の
横
断
幕
が
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

〈
婦
女
連
は

自
立
・
支
援
の
か
け
橋
〉

北
京
市
の
主
要
４
区
の
一
つ

宣
武
区
の
婦
女
連
は
、�
女
性

の
経
済
的
地
位
の
保
障
な
し

に
、
社
会
的
地
位
も
家
庭
内
の

地
位
の
向
上
も
な
い
�
と
、
女

性
の
権
利
を
守
る
重
要
な
活
動

と
し
て
、
女
性
の
再
就
職
支
援

を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
支
援

は
教
育
・
訓
練
に
始
ま
り
ま

す
。
①
婦
女
連
の
掲
げ
る
自
尊

・
自
信
・
自
立
・
自
強
の
精

神
、
②
権
利
に
つ
い
て
の
知
識
、
③

関
連
す
る
政
策
、
④
職
業
訓
練
を
中

心
と
す
る
学
習
を
通
じ
て
、
女
性
が

自
信
を
も
っ
て
自
立
で
き
る
よ
う
に

意
欲
を
高
め
、
力
を
つ
け
る
こ
と
を

め
ざ
し
ま
す
。
解
雇
の
情
報
は
地
域

の
行
政
に
記
録
さ
れ
る
の
で
、
解
雇

さ
れ
た
女
性
に
も
講
座
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
。
区
内
の
失
業
率
は
２

％
未
満
、
失
業
者
の
３４
％
が
女
性
で

１
万
２
０
０
０
人
中
約
４
０
０
０

人
、
毎
年
約
１
０
０
人
が
婦
女
連
の

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

宣
武
区
婦
女
連
は
、
行
政
や
専
門

家
と
協
力
し
て
就
職
相
談
会
を
開
い

た
り
、
職
を
探
し
て
い
る
女
性
と
の

面
談
を
設
定
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
労
働
組
合
や
他
団
体
と
連
携

し
、
情
報
発
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
障
害
を
も

つ
女
性
や
高
齢
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
め
ざ
し
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

を
使
っ
た
花
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ス
コ
ッ
ト
、
工
芸
品
づ
く
り
の
技
術

や
製
品
の
販
売
を
支
援
し
て
い
ま

す
。満

堂
香
国
際
茶
城
に
は
北
京
で
有

�熱烈歓迎�の大きな電光掲示板に
迎えられた満堂香にて
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数
の
茶
専
門
店
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
働
い
て
い
る
人
の
８０
％
は
女
性

で
す
。
社
長
の
厳
梅
さ
ん
は
４０
歳
、

２０
年
前
に
露
天
商
か
ら
始
め
て
お
茶

の
販
売
一
筋
に
頑
張
っ
て
き
た
女

性
。
厳
梅
さ
ん
は
�
商
品
の
開
発
、

生
産
・
販
売
・
普
及
活
動
な
ど
、
お

茶
関
連
の
仕
事
の
大
半
を
女
性
が
担

っ
て
お
り
、
女
性
が
力
を
発
揮
で
き

る
分
野
。
お
茶
文
化
を
ひ
ろ
め
な
が

ら
、
女
性
が
自
信
を
も
っ
て
働
き
く

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
�
と
い
い
ま
す
。

婦
女
連
は
働
く
女
性
の
学
習
や
情

報
交
流
の
場
と
し
て
女
性
委
員
会
を

つ
く
る
よ
う
企
業
に
要
請
し
、
宣
武

区
に
は
７０
で
き
て
い
ま
す
。
満
堂
香

は
２
０
０
店
舗
で
一
つ
の
女
性
委
員

会
を
運
営
し
て
お
り
、
委
員
長
は
厳

梅
さ
ん
で
す
。
満
堂
香
の
女
性
委
員

会
は
、
市
や
区
の
婦
女
連
と
協
力
し

て
、
学
習
・
研
修
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ス
ピ
ー
チ
大
会
、
遠
足
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
婦
女
連
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
従
業
員
の
声

を
聞
き
、
意
見
や
要
求
を
政
府
や
行

政
に
届
け
、
反
映
さ
せ
る
役
割
も
果

た
し
、
女
子
大
生
の
就
職
難
の
問
題

で
も
各
企
業
に
協
力
を
要
請
。
満
堂

香
は
女
子
大
生
の
実
習
の
受
け
入
れ

や
就
職
先
と
し
て
門
戸
を
開
く
な

ど
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
婦
女
連
が
行
政
・
企
業

と
女
性
の
か
け
橋
と
な
っ
て
先
進
的

な
例
を
つ
く
り
な
が
ら
、
各
地
に
よ

い
経
験
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

満
堂
香
国
際
茶
城
の
ビ
ル
内
は
、

�
青
・
白
・
黒
・
赤
・
茶
・
黄
�
の

６
色
に
色
分
け
さ
れ
る
代
表
的
な
中

国
茶
の
ブ
ー
ス
や
、
茶
道
具
の
展
示

・
販
売
、
中
国
琴
の
講
習
や
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
、
中
国
の
お
茶
と
伝
統
文
化

夫
婦
共
働
き
が
大
半
の
中
国
で
す

が
、
日
本
の
よ
う
な
０
歳
児
か
ら
預
け

ら
れ
る
保
育
所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
３

歳
か
ら
の
幼
稚
園
入
園
ま
で
は
祖
父
母

や
保
育
マ
マ
（
住
み
込
み
も
）
な
ど
の

協
力
で
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。
中
国

の
幼
稚
園
は
両
親
の
勤
務
形
態
に
あ
わ

せ
て
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

３
回
の
食
事
と
２
回
の
お
や
つ
が
出
ま

す
。
５
時
以
降
の
延
長
保
育
や
幼
児
教

室
も
あ
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

ま
る
ま
る
預
か
る
園
も
。

北
京
市
内
に
あ
る
中
華
女
子
学
院

付
属
幼
稚
園
で
は
、
地
域
に
住
む
入

園
前
の
２
歳
前
後
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
親

子
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
カ

月
の
コ
ー
ス
で
１６
回
、
２
コ
ー
ス
参

加
し
て
入
園
す
る
子
も
い
ま
す
。
月

謝
は
、
１
コ
ー
ス
６
カ
月
、
１６
回
で

１
１
２
０
元
。
月
齢
の
小
さ
い
子
ど

も
と
大
き
い
子
ど
も
１４
人
ず
つ
２
ク

ラ
ス
、
計
４
ク
ラ
ス
で
す
が
、
希
望
者

が
多
く
倍
率
が
高
い
そ
う
で
す
。
１
回

の
教
室
は
９
時
か
ら
１０
時
半
ま
で
と
１０

時
半
か
ら
１２
時
ま
で
の
２
部
構
成
で
、

室
内
で
２
ク
ラ
ス
、
園
庭
で
２
ク
ラ
ス

が
活
動
し
、
入
れ
替
わ
る
と
い
う
や
り

方
で
す
。
入
室
で
き
る
保
護
者
は
１

人
。
大
半
は
母
親
で
す
が
、
祖
母
が
つ

い
て
い
る
場
合
も
。
ま
た
、
教
室
の

外
で
は
送
迎
の
父
親
や
祖
父
母
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
に
先
生
が
２
人
つ
き
、

室
内
で
は
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
学

習
の
ほ
か
リ
ズ
ム
体
操
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
し
た
後
、
担
任
と

保
護
者
の
交
流
の
時
間
が
あ
り
ま

す
。
子
育
て
の
相
談
や
家
庭
で
の
子

ど
も
の
様
子
な
ど
出
し
合
あ
う
ほ

か
、
保
護
者
同
士
が
知
り
合
う
機
会

に
な
り
ま
す
。
親
た
ち
は
１
週
間
の
子

ど
も
の
様
子
を
用
紙
に
記
入
し
園
に
提

出
し
ま
す
が
、
子
ど
も
の
生
活
や
発
達

の
記
録
に
な
る
と
同
時
に
、
親
の
観
察

能
力
や
子
育
て
の
力
を
つ
け
る
助
け
に

も
な
る
そ
う
で
す
。
園
庭
で
は
父
親
や

祖
父
母
も
い
っ
し
ょ
に
体
操
や
ゲ
ー

ム
、
自
由
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

中国幼稚園事情

四季青鎮�双学双比基地�の桃園
で説明を聞く
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の
博
物
館
の
よ
う
で
し
た
。

農
村
女
性
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
観

１７
日
に
は
、
北
京
の
西
北
、�
農

村
女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
に
と
り
く

む
海
淀
区
婦
女
連
と
の
交
流
の
た
め

＊

に
、
香
山
御
光
農
園
と
四
季
青
鎮
双

学
双
比
活
動
基
地
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
歓
迎
の
大
き
な
横
断
幕
。

懇
談
会
場
に
は
、
日
本
の
�
と
ち
お

と
め
�
を
改
良
し
た
摘
み
た
て
の
イ

チ
ゴ
と
桑
の
実
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

海
淀
区
四
季
青
鎮
（
人
口
８
万
５

０
０
０
人
）
の
農
家
女
性
は
２
万
５

０
０
０
人
、
も
と
も
と
の
農
村
地
帯

が
都
市
化
し
て
産
業
構
造
が
変
化
す

る
な
か
、
女
性
の
雇
用
問
題
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、

婦
女
連
と
行
政
の
協
力
で
�
双
学
双

比
基
地
�
と
言
わ
れ
る
１２
の
拠
点
農

園
を
つ
く
り
、
女
性
の
再
就
職
や
起

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
１２
の
�
基

地
�
の
責
任
者
は
す
べ
て
女
性
で
、

６
０
０
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
働
い

て
い
ま
す
。
双
学
双
比
と
は
知
識
や

文
化
を
学
び
、
社
会
へ
の
貢
献
を
競

い
あ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

就
職
促
進
の
た
め
に
婦
女
連
は
、

①
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育

・
訓
練
（
農
業
技
術
、
編
み
物
、
花

作
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
や

採
用
情
報
の
提
供
、
②
法
律
や
政
策

な
ど
の
知
識
の
普
及
、
③
経
営
・
管

理
の
理
論
や
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
な
ど
の
支
援
事
業
に
と
り
く
ん
で

お
り
、
訓
練
を
受
け
た
女
性
の
８０
％

が
再
就
職
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
に
政
府
か
ら
毎
年
５０
万
元
が

農
業
発
展
基
金
と
し
て
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

観
光
農
園
で
は
６０
棟
あ
る
イ
チ
ゴ

の
ハ
ウ
ス
の
大
半
を
女
性
が
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
み
な
再
就
職
で
農
業

に
従
事
し
始
め
た
人
た
ち
。
収
入
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

訪
問
し
た
２
カ
所
と
も
公
営
で
、

イ
チ
ゴ
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
桃
・
桑
な

ど
の
花
や
果
物
の
栽
培
や
緑
化
技
術

に
と
り
く
ん
で
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

８０
％
は
女
性
。
観
光
農
園
で
も
�
双

学
双
比
基
地
�
で
も
、
都
市
部
と
農

村
部
が
共
存
す
る
地
域
の
特
性
を
生

か
し
て
、
専
門
家
の
女
性
と
農
村
女

性
の
協
力
で
学
習
や
料
理
な
ど
の
実

用
講
座
、
女
子
大
生
を
含
め
た
女
性

の
就
職
の
機
会
拡
大
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
も
、
婦
女
連
が
�
か

け
橋
�
の
役
割
。
支
援
に
よ
っ
て
力

を
つ
け
た
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
支
援
す

る
、
中
国
の
女
性
た
ち
の
と
り
く
み

に
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
鎮
は
、
中
国
の
行
政
単
位
で
�
町
�

に
近
い
。

（
安
達

絹
恵
）

交
流
再
開
か
ら
１０
年
、

友
好
と
共
同
の
あ
ら
た
な
発
展
へ

１
９
９
９
年
に
新
婦
人
代
表
団
が

中
国
を
訪
問
し
、
中
華
婦
女
連
と
の

交
流
を
正
式
に
再
開
し
て
か
ら
、
１０

年
。
今
回
で
定
期
交
流
は
７
回
（
新

婦
人
の
訪
中
４
回
、
婦
女
連
の
訪
日

３
回
）
の
ほ
か
、
北
京
＋
５
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
０
０
０
年
・
北

京
）、
日
中
国
交
正
常
化
３０
年
記
念

行
事
（
２
０
０
２
年
・
北
京
）、
日

中
平
和
友
好
条
約
締
結
２０
年
記
念
行

事
（
２
０
０
３
年
・
東
京
）、
北
京

＋
１０
記
念
集
会
（
２
０
０
５
年
・
北

京
）、
新
婦
人
の
ア
ジ
ア
３
カ
国
歴

訪
（
２
０
０
５
年
・
北
京
）、
東
ア

ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
０
０
７

年
・
北
京
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
機
会
で

の
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の

１０
年
に
新
婦
人
と
中
華
婦
女
連
が
親

交
を
あ
た
た
め
て
き
た
だ
け
で
な

く
、
互
い
の
組
織
の
性
格
や
特
徴
、

活
動
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
理
解
と

信
頼
を
深
め
て
き
た
こ
と
を
、
強
く

実
感
し
て
い
ま
す
。

新婦人から資料・写真で説明を
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ち
が
い
と
共
通
点
を

理
解
し
あ
っ
た
１０
年

会
談
の
冒
頭
、
目
の
前
に
資
料
を

山
積
み
に
し
た
鄒
国
際
部
長
か
ら

�
１
９
９
９
年
に
婦
女
連
と
新
婦
人

の
交
流
が
再
会
し
、
こ
の
１０
年
で
友

情
が
深
ま
っ
て
い
る
。
中
日
関
係
に

お
い
て
新
婦
人
の
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
新
婦
人
が
小
泉
元

首
相
の
靖
国
参
拝
問
題
含
め
平
和
の

課
題
で
活
動
し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
高
い
見
地
と
長
期

的
視
野
で
見
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

庶
民
の
く
ら
し
の
問
題
に
と
り
く

み
、
共
通
の
問
題
で
学
び
あ
っ
て
い

る
の
が
す
ば
ら
し
い
�
と
言
わ
れ
た

こ
と
ば
に
、
新
婦
人
が
ど
う
い
う
会

で
あ
る
の
か
を
理
解
し
評
価
し
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
政
府

と
の
強
い
パ
イ
プ
を
持
ち
法
律
の
制

定
や
改
正
に
も
具
体
的
な
提
案
を

し
、
そ
れ
が
生
か
さ
れ
る
立
場
に
あ

る
婦
女
連
で
す
が
、
鄒
国
際
部
長
が

政
府
の
女
性
政
策
の
不
十
分
な
点

や
、
提
言
ど
お
り
に
進
ま
な
い
実
情

含
め
、
率
直
に
語
ら
れ
た
こ
と
も
印

象
的
で
し
た
。

交
流
再
開
当
初
は
、
同
じ
女
性
団

体
と
い
っ
て
も
国
の
体
制
や
活
動
ス

タ
イ
ル
が
異
な
り
、
率
直
に
言
っ
て

と
ま
ど
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
婦

女
連
に
と
っ
て
も
、
私
た
ち
が
何
よ

り
両
組
織
間
の
時
間
を
か
け
て
の
会

談
を
重
視
し
、
日
本
で
の
見
学
は
広

島
の
原
爆
資
料
館
、神
奈
川
、沖
縄
、

北
海
道
な
ど
の
米
軍
や
自
衛
隊
の
基

地
で
あ
り
、
ま
た
新
婦
人
の
親
子
リ

ズ
ム
小
組
や
産
直
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ

た
り
と
、
日
本
の
他
の
女
性
団
体
と

の
交
流
と
は
か
な
り
勝
手
が
ち
が
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
１０
年
の
交
流
を
経
て
、
核
兵
器

廃
絶
と
憲
法
９
条
を
か
か
げ
、
女
性

の
人
権
や
く
ら
し
の
問
題
で
草
の
根

で
活
動
す
る
女
性
団
体
と
し
て
新
婦

人
を
理
解
し
評
価
し
て
い
る
の
だ
と

実
感
し
ま
す
。

新
婦
人
の
婦
女
連
に
関
す
る
理
解

に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
婦
女
連
は

個
人
加
盟
で
は
な
く
団
体
の
連
合
体

で
す
。
日
本
の
約
２５
倍
の
国
土
に
多

様
な
民
族
か
ら
な
る
約
１０
倍
の
人
口

を
抱
え
る
中
国
で
、
政
府
の
女
性
政

策
の
推
進
を
担
い
、
同
じ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

は
い
っ
て
も
専
従
者
ふ
く
め
組
織
の

規
模
や
財
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
新

婦
人
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
国

際
部
だ
け
で
も
地
域
別
に
数
十
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
各
国
の
女
性
団

体
は
も
ち
ろ
ん
政
府
代
表
や
国
会
議

員
と
も
交
流
、
女
性
問
題
で
の
国
際

会
議
を
主
宰
し
た
り
、
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
女
性
分
野
の
と
り
く

み
の
経
験
が
少
な
い
国
々
を
対
象

に
、
女
性
省
や
関
連
省
庁
の
大
臣
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
華
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
中
央
、
県
や
市
、
そ
し
て
地

域
や
職
場
レ
ベ
ル
で
の
加
盟
組
織
が

大
き
な
方
針
で
団
結
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
や
女
性
の
要
求
に
あ

わ
せ
て
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
る

と
い
う
、
新
婦
人
と
の
共
通
す
る
部

分
が
、
具
体
的
な
現
場
を
見
る
中
で

よ
く
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

政
府
を
支
え
な
が
ら
女
性
の
人
権

・
地
位
向
上
に
と
り
く
む
婦
女
連

と
、
平
和
か
ら
く
ら
し
ま
で
あ
ら
ゆ

る
課
題
に
と
り
く
み
な
が
ら
、
女
性

分
野
で
は
特
に
条
約
の
実
行
に
消
極

的
な
政
府
の
姿
勢
を
か
え
る
た
め
に

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
婦

人
と
、
立
場
も
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く

異
な
り
ま
す
が
、
女
性
が
今
直
面
し

て
い
る
問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
、

組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な

が
ら
女
性
の
実
態
と
要
求
を
つ
か
ん

で
行
動
す
る
点
は
同
じ
で
す
。

女
性
の
都
市
や
農
村
部
で
の
再
就

職
支
援
の
と
り
く
み
の
視
察
を
す
る

な
か
、�
現
場
の
女
性
の
ニ
ー
ズ
�

と
い
う
表
現
が
ど
こ
で
も
繰
り
返
し

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
婦
女
連
の
活

香山御香園にて交流

中華婦女連との定期交流１０年 ���������������������������������
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動
へ
の
姿
勢
の
基
本
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
私

た
ち
の
理
解
も
、
１０
年
の
交
流
の
積

み
重
ね
が
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

新
し
い
リ
ー
ダ
ー

育
つ
婦
女
連

昨
年
秋
の
５
年
に
１
度
の
全
国
大

会
で
、
主
席
や
副
主
席
は
じ
め
婦
女

連
の
多
く
の
役
員
が
代
わ
り
、
国
際

部
ス
タ
ッ
フ
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
滞
在
中
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
の
女
性
分
野
を
担
当
す
る

閣
僚
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
、
国
連
国
連

国
際
災
害
抑
制
戦
略
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）

と
婦
女
連
の
共
催
に
よ
る
�
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
災
害
危
機
抑
制
に
関
す
る
会

議
�
を
目
前
に
ひ
か
え
て
、
国
際
部

は
大
忙
し
で
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
準

備
・
運
営
は
西
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

処
が
担
当
し
て
お
り
、
処
長
は
、
日

本
語
が
堪
能
で
新
婦
人
と
の
交
流
の

窓
口
と
し
て
親
し
く
お
つ
き
あ
い
を

し
て
き
た
盧
亜
民
さ
ん
で
し
た
。
昨

年
の
大
会
で
ア
ジ
ア
処
処
長
か
ら
西

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
処
の
処
長
に
異

動
し
た
そ
う
で
す
。
夜
中
ま
で
海
外

ゲ
ス
ト
の
出
迎
え
な
ど
目
が
回
る
ほ

ど
忙
し
い
な
か
、
私
た
ち
を
ホ
テ
ル

の
部
屋
に
訪
ね
て
く
れ
再
会
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。
同
じ
く
、
日
本
語
の

で
き
る
ア
ジ
ア
処
の
張
広
雲
さ
ん
、

楊
暘
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
が
重

く
な
り
国
際
部
を
支
え
る
中
堅
幹
部

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
部
長
も
日

本
語
を
自
国
語
の
よ
う
に
話
す
張
静

さ
ん
か
ら
、
鄒
暁
巧
さ
ん
に
。
張
静

さ
ん
は
、
婦
女
連
の
弁
公
室
（
事
務

局
）
責
任
者
と
い
う
、
組
織
実
務
の

要
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
ま
す
。

平
和
の
新
婦
人
へ
の
信
頼

１
回
め
の
訪
日
団
の
団
長
だ
っ
た

顧
秀
蓮
さ
ん
は
そ
の
後
主
席
に
な

り
、
中
国
の
国
会
に
あ
た
る
全
人
代

の
副
議
長
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
会

う
た
び
に
親
子
リ
ズ
ム
を
体
験
し
た

と
き
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
語
り

ま
す
。
侵
略
戦
争
を
美
化
し
憲
法
を

か
え
て
日
本
を
戦
前
の
よ
う
な
軍
国

主
義
の
国
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

強
ま
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
懸
念
が
広

が
っ
て
い
た
２
０
０
５
年
、
日
本
国

内
に
は
そ
う
し
た
動
き
に
反
対
す
る

草
の
根
の
運
動
が
あ
り
、
女
性
た
ち

が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ジ
ア

の
姉
妹
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、
高
田

公
子
会
長
を
団
長
に
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
た
っ

た
１
日
、
婦
女
連
と
の
懇
談
の
み
の

滞
在
で
し
た
が
、
顧
主
席
（
当
時
）

は
�
こ
の
時
期
に
じ
か
に
活
動
を
伝

え
に
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
、
平
和

の
た
め
に
協
力
し
た
い
�
と
の
感
謝

と
と
も
に
、
１
回
め
の
訪
日
で
の
横

須
賀
基
地
や
親
子
リ
ズ
ム
小
組
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
語
り
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
は
、�
平
和
の
新
婦

人
�
を
深
く
焼
き
付
け
る
も
の
に
な

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◇

◇

◇

今
年
創
立
６０
年
を
迎
え
た
婦
女

連
。
交
流
再
開
１０
年
、
女
性
差
別
撤

廃
条
約
採
択
３０
年
・
日
本
審
査
の
年

と
い
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
節
目

の
年
に
婦
女
連
と
の
意
見
交
換
を
も

つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

訪
中
に
な
り
ま
し
た
。
鄒
国
際
部
長

か
ら
、
今
後
の
交
流
の
発
展
へ
、
代

表
団
の
派
遣
や
機
関
紙
の
交
換
の
ほ

か
、
国
際
会
議
で
も
協
力
・
交
流
し

た
い
、
来
年
は
北
京
会
議
か
ら
１５
年

で
今
年
秋
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
北

京
＋
１５
の
会
議
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ

る
の
で
、
そ
の
機
会
に
も
意
見
交
換

を
と
、
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
姉
妹
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
と
学
び
、
共
通

点
を
確
認
し
あ
い
な
が
ら
、
平
和
で

公
正
な
ア
ジ
ア
と
世
界
の
実
現
へ
、

手
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
平
野

恵
美
子
）

全国婦女連国際部長（中央）とアジア処のメンバー
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新婦人・中華婦女連交流経過

１９９９年 ７月５�１０日 新婦人訪中 北京
井上美代会長 婦女連との会談（馮淬書記処書記）
高橋和枝事務局長 顧秀蓮副主席・第１書記との会見
村岡晶子中央常任委員、平野恵美子国際部長 中国共産党対外連絡部副部長と会見
徳永淳子 東城区地域サービスセンター

中華女子学院
中国人民抗日戦争記念館、万里の長城、故宮
大連
大連市婦女連との懇談
６・１幼稚園、家事服務公司

１２月８�１４日 婦女連訪日 東京
顧秀蓮副主席・第１書記 新婦人との会談
張静国際連絡部部長、朱萍婦女連弁公庁処長 国会見学、都本部大会
盧亜民アジア処副処長、楊暘アジア処職員 日本共産党本部訪問

神奈川・米軍横須賀基地、�平和の母子像�
埼玉・親子リズム
大阪・職場班
広島・原爆資料館、平和公園
京都見学

２０００年 ９月１１�１６日 北京＋５記念シンポジウム 北京
高田公子副会長
小関啓子、柳下靖子

２００１年 ２月２０�２４日 新婦人訪中 北京
高橋和枝事務局長 婦女連との会談（鄒暁巧国際部副部長）
平野恵美子国際部長、徳永淳子 上海

上海市婦女連との懇談
市内史跡、服装有限公司

２００２年 ３月１２�１９日 婦女連訪日 東京
李秋芳婦女連書記処書記、女性研究所処長 新婦人との会談
盧小飛中国婦人報総編集長 日本共産党本部訪問
郭崎中央国家機関女性工作員会処長 職場班、親子リズム、国会、婦団連
張広雲国際部副部長、蔡琳国際部職員 千葉・多古町産直センター

沖縄・米軍基地、南部戦跡

９月６�１１日 日中国交正常化３０周年記念行事 北京
井上美代会長
吉田きよ子中央常任委員
西川香子新婦人しんぶん編集部員

２００３年 ２月２２日 日中平和友好条約締結２５周年記念行事 東京
彭珮雲婦女連主席を団長とする代表団

２００４年 ４月２６�３０日 新婦人訪中 北京
高田公子会長 婦女連との会談（趙少華副主席、張静国際部長）
鍛冶みち機関紙部長、上伸子都本部会長 中国婦女報社、打工妹之家
平野恵美子国際部長、徳永淳子 山西省

山西省婦女連との懇談
大寨、太原婦女児童発展センター、平遥城、
常家荘園

２００５年 ７月１１�１２日 アジア３カ国歴訪・婦女連訪問 北京
高田公子会長 顧秀蓮主席と会談
神出泉中央常任委員、平野恵美子国際部長

８月２９�３１日 北京＋１０記念集会 北京
高田公子会長、紫垣ちひろ

２００６年 ６月１２�１７日 婦女連訪日 東京
張世平婦女連書記処書記 新婦人との会談
盧亜民アジア処処長 科学技術館、科学博物館、こどもの城
韓桂華北京市婦女連研究室副主任 北海道
畢東麗中国女性児童博物館展示部責任者 リズム小組、産直ランチ、道本部交流
周蓉輝婦女連児童部科長 真駒内自衛隊基地、小樽

２００７年 ７月１７�１９日 第６回東アジア女性フォーラム 北京
平野恵美子国際部長

２００９年 ４月１５�１８日 新婦人訪中 北京
米山淳子事務局長、平野恵美子国際部長
安達絹恵中央常任委員

婦女連との会談（鄒暁巧国際部長）
再就職プロジェクト、入園前親子教室
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